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保線用電力線搬迭電話装置

家 形 秀 夫場

The Security Power LineCarrier Telephone Equipment

By Hideo Yakata

Totsuka Works,Hitachi,Ltd.

Abstra(:t

In our country,theline men of the power transmissionlines are commu-

nicatingeachotherby the securitycommunicationlines and equlpmentS,but

encounter with the troub]es of unstable charactersticsofthe communication

lines andirnperfect comrnunication.

To overcome this di侃culty theJ.G.&T Co.Ltd.has made a plan to dis-

cardgradual1ythesesecuritycommunicationlines and equipmentsand11Sethe

powerline carrier telephones.

The newlydesigned securitypowerlinecarriertelephonesystemconsistsof

the equipments of three types-type A,type B and type C.

(1)Type Ais bay type usedat the power station orsubstation,and can

be connected to the telephone switchJboad.

Output poweris aboutlwatt.

(2~)Type Bis cabinet type andis used at the11ine man quarter orline

maintening quarter.

Output poweris about O.1watt.

(3)TypeCisportabletypeandisused when patrollingtransmissionline.

Theline manis able to communicate where the coupling condenser

and the丘1ter are settedinstalled.

Output poweris about O_1watt.

Itis
possible to perform perfect and economicalsecuritycommunication by

means of the combination of the equipment of three typeS.

The features of the newly designed equipments are mentioned below.

[Ⅰ]緒

従来迭電線の保線員は

盲

法に依り施設せられた

保安通信線に依って通信連絡を確保しており､迭電線の

保守に封しては完璽が期せられていたが､兎角保安通信

鎌の保守に就いてほ不十分な傾きもあり､又達 線の誘

導による雑音等のた瑚こ明瞭産も悪く､通信確保には困

諒
日立 作所戸妻家工場

難していた｡

特に戦時中の人員の不足､保守の不完全等に加うるに

戦後その改修の時期に到っても人件費の晶騰一材料の入

手柴巨等々の理由により､これが改修意の如くならザ､益

々保安通信線の状態を悪化する結果となり､長大な保安

通信線を所有する日本顎迭

これが;

株式合祀通信課としては､

としてこれ等保安通信線を全駿して迭電線を

利用した電力線搬迭電話装置のみに依り極めて安定確賓
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な通信蓮絡を確保せんとして保線用電力線搬速習話装置

を立案計萱された｡

昭和23年2月よりこれが計書途行のための試作が行

われたのであるがl日立製作祈に於ても昭和24年5月

頃より此の計墓に参毒し､同年9月には丙装置12月に

は乙装置を完成し､昭和25年7月甲装置を完成したの

で､それらの概要を護表し､各方面の御高評を得たい｡

[ⅠⅠ]概 要

二本装置は前述の如く従来の保安連絡 信に代るべき性

格を有するものであり､又山間僻地に於て使用される場

合が多いため､保安通信線と同等以上の性徴′ま勿論更に

安定性､確賓性と堅牢性を強く要求されるものである｡

即ち下記に示す條件を十分に満足すべきものでなければ

ならない｡

(1)

(2)

(3)

装置は極度に安定であること

構造は簡単にして堅牢､保守容易なること

一段ラヂオ受信機の如く気賀に取扱い得るこ

(4)計器類は十分に設備し､宕量的な取掛､が可

能なること

(5)寒暖甚だい､場所(最高幻OC最低一調OC)に

放て使用L磯熊上支障なきこと

(6)従来の保安通信設備に比し経済的であること

漁ほ甲､乙ヽ丙各装置設置場所には境邁装置と迭 兢

の結合を容易ならしめるために0･002〟Fの結合蓄電器

が設置され､乙装置に封してはこの結合蓄電器の充 電

流に依り常時蓄電池を充電し､電源として使用される場

合がある｡

即ち甲装置設置場所には交流軍相加0Vの電源が設備

されるが､乙装置設置場所には交流電源が準隋される場

合もあるが､ない場所でほ前述せる結合蓄電器の充電電

流を利用する｡丙装置に就てほ通常携帯使用するために

電源としては乾電池を使用するが､粘槍､調整には電池

節約のために交流電源でも使用できる構造になってい

る｡

甲､乙装置は何れも据置用であって､丙装置は携帯用

第33巻 第2競

である.0概略的な使用場所ほ甲装置は顎電所欒電所或は

通信区事務所等で乙装置ほ保線区事務所或は保線散宿所

等でl丙装~置は迭電線巡視の場合携帯使用するか保線作

業場等で使用される｡

本装置の一段的な使用例及び通信方法は下記の通りで

ある｡

(1)一般的使用例

甲 乙 乙

0苛写写 軍軍
トうKふ職』

全線路損失 40dも

(2)通話方法

(イ)甲一甲問 甲一乙間 甲一丙間は直接通

熊である｡

が可

(ロ)乙一乙問 乙一丙問 丙一丙問埠甲装置を中濃

して通話可能である｡

(′､)

･･･､-

丙装置は基中線を使用し受信のみ可能である｡

甲装置から他の電話同腺へ手動中京臣が可誰であ

る｡但し乙､丙装置からは他の電話同線へほ中

健出来ない｡

(ホ)呼出しは凡て潰聾語による｡但L丙装置は媒質

器を必要としない｡

甲装置から丙装置を呼出す場合は可漕周波欒詞

符競の符米式呼出しを採用する｡

乙丙装置より他を呼出す場合は音窒で行う｡

[ⅠⅠⅠ]端 局 装 畳

(1)簡易型電力線滞蓬

太装置は簡易型

話甲装置

力線婦遠電話装置であって､保線用

甲装置とLで使周する場合と､普通の電力線搬蓬電話装

置(二対局封向)として使用する場合があるため､何れ

にも使用可能なように設計されて1､る｡

本装置は減速渡俸途方式による一通話路塾で蓮受信に

10kqフ異なる周波数を使用し､同時速受話方式である｡
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第1固 電力線搬送電話甲装置

Fig.1Power Line Carrier Telephone

Equipment:Type A.

第l固ほ本装置の外観を表す｡即ち高サ2米､幅52糎

の域架二架で-架に空襲する場合ほ高さほ2米75糎と

たる｡

:本装置の仕様ほ下記の通りである｡

(イ)方式‥･‥‥･搬迭汲蓬田南側背紋俸遠方式

(ト)

(チ)

力端子に於て-10dbの場合蓮信側1000㌔0

dbの逸り込みに勤し欄db｡

護振方式‥･･‥水晶制御方式

出力調整‥‥‥欒調匿に欒汀ヒを輿えることなく

+罰db～+10dbの範囲に醇化

出来る｡

入力調整…･=‥受信器スカ側に30dbの可欒抵

抗減衰器を有する

(ワ)自動利得調整‥標準入力レベルに封し俸迭扱矢

±10db の攣化をなしたる場合

匪縮率30%以内に日動的に利

得を調整し得る｡

但し信艶に対しては匪縮率±10

%を保持せLむる｡

(ヌ)愛詞皮……‥信鍬こ封しては80%,通話に封

しては罰～40%を基準とする

(ル)通話帯域……300qローー2別0ユ∀

(オ)対向損失偏差‥通話帯域に封し5db以内

第2琶臥ま太装置の略回路固を示す｡

第3圃は本装置の踪合特性を示し､これは線路損失と

してほ40db70J2の抵抗滅裏器を挿入して試験した｡

第4岡はレベルダイヤグラムを読す｡

太装置ほ下記に述べる特色を有する｡

(へ)通話普量‥入力レ

ベルが端局装置入

Fig.2 Schematic CircuitDiagramof Power Line Carrier

Telephone Eql】ipment:Type A.
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第3固 綜 合 特 性

Fig.3 0veral1Frequency Characteristic Curve.

(イ)構 造

保守を容易ならしめるために従来のキャビネット方式

をやめl通信用標準鎖架に片面宣装しヽ部品は凡て新型

標準部品を使用しヽ配線ほ凡て裏面で行い粘検保守は極

めて容易なる様考慮してある｡

(ロ)信 競

走装置ほ甲装置としても二封局男向としても使用出来

るように設計されている｡即ち二封筒封向と~して使用す

る場合は呼出しの時は16`も信競により150㌔

欒調符鍍を準田被呼の場合は1弧㌔襲調符競を

16q｡信故に襲えて行う｡更に最も簡単にして

確賓なる境馨器による方法を併用している｡

保線用甲装置として使用する場合にほ呼出は

1000凸り欒詞符既に依って行い､被呼は凡て境

聾器を用いる｡

第5園は信既特性を読す｡

(ハ) レベル計

本装置は保守を合理的に行うためにヽ保!守用

測定器j･してレベル計を備えている｡レベル計

ほ苦寒周波(0.2kc～30kc)及び搬迭周波(50kc～調O

kc)の二周波帯に電鍵により切換え使用される｡測定レ

ベル範国は -30db一+30dbで､1db ステップを以て

測定し得る｡同路構成ほ3段の負餞還増幅整流器で､.電

源電匪の襲動､眞墨管の取替えによる特性の襲化は殆ん

どなく､極めて安着である｡

第6圏はレベル計の周波数特性を元す｡

(ニ)攣詞特性
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Fig.5 Frequency Characteristics ofthe Ringer･
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直線である｡

(ホ)受信特性

本装置検波周路は二極管槍況方式を採用し CZ-501D

を二極管として使用し入力封出力時性の改善を計ってい

る｡叉受信音馨増幅器ほ負鎮遠方式を採用し､受信澄渡

執こよる高周汲部分の偏差を改善している｡据は使用す

る遠雷線に依り俸迭損失に攣化があるため受信唱幅器入

力攣成話入力レベルを常に一定ならしめるよう可攣抵抗

減衰器があり､3db宛10段階に欒更出来る｡

利得の自動制御は検波出力の直流分を受信増幅器の第

1段及び第2段眞基管のグリッドに鎮還t′､バイアス電

匪を攣化させる事により行っている｡

第8圃は自動利得特性を

l

l
l

l

】

α～ / β /β Jβ 古β /β♂
.Zββ

周波数-(〟c)

第6固 レ ベル計周波数特性

Fig.6 Frequency Characteristics ofLevelMeter･

表装置に於ては電源電力が制限されているためにプッ

シュブル出力管の格子攣調を行っているが､整流鏡還を

行い特性の改善を計っている｡

第7圃に攣調駐

.
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入力特性を示してあるが､80%迄は

周波欺/βββ･も
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入力(舶)

第7固 入力封攣調匿特性

Fig.7 Characteristic ofInput Levelvs･

Modulation Degree.

減衰特性を示す｡

元す｡

(へ)受信濾汲器

受信濾波器は調整後乾燥

密封されでノ､るため特性は

安定でありl又高レベル入

力に封しても歪まないよう

特殊の工夫が行われてい

る｡

第9国は蓮受信‡扁汲器の

(ト)電源装置

親局装置にエリミネーター電源を自赦し所要電力ほ約

300VAで入力側はAC50c/s～60c/s単相200Vで､

必･要に贋じ自動 整装置及預備電源を備える｡

太装置は前述する如く中限装置として使用するために

は受信音聾出力を三巻線舜成語を経ることなく迭信同格

に導く装置がある｡

姶ほ太装置を乙装置として使用するときに8･ま､常時は

待受態勢にあり､呼出信鶉があれは電詠操作により通話

態勢に移り攣るように交換塞に於て操作出来る 置があ

る｡

使用眞基管はCZ～501D及びCZ-504I)を使用する｡

250V同路に使用する部品は凡て耐匪DC1500V30

分間以上の部品を使用し､信頼匿を高めてあり､又樫
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Fig.8 A11tOmatic Gain ControICharacteristics.

琴は凡て水平型京陸電器を使用L､従?てその動作は極め

て安宕確賓である｡

(2)保線用 力線搬迭電話乙装置

太装置は前述した様に保線散宿所等に置いて使用する

ためにキャビネット型(四球ラヂオ受信機より栴大きい

程度)であって､滞是政俸途方式による一泡話路塾で迭
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受信に異った周波数を使用し､同時蓮受話

方式である｡

但し手動中礎は出兼ない｡

第10囲は外観を示す｡寸法ほ幅36陸

奥行23糎､高さ26糎である｡

第Il圃は水薬置の略同格囲を示し､第

ほ圃はレベルダイヤグラムを示す｡

表装家の仕様は下記の通りである｡

(イ)方 式 躍迭改造出南側帝

政俸遠方式

(ロ)通話方法

(ハ)信親方式

同時蓮受話方式

呼出 音馨呼出

第10固

Fig.10

電力線搬送電話乙装置

PowerLineCarrier Telephone

Equipment:Typ B.

抵抗誘頓滞

第11国 電力線搬送恩話乙装置略回路図

Fig.11Schematic Circuit Diagram ofthe Power C如･rier

TelephoneEquipment:Type B.
ヽ
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第12圃

Fig.12

■
-･一

(ホ)

‥一､ -

(ト)

(チ)

(リ)

(ヌ)

(ル)

乙装置レベルダイヤグラム

LevelDiagram:Type B Equipt.

被呼ほ可聴周波符競音或は音

馨

出 力

入力レベル

通話常量

出力調整

入力調整

欒詞匿

通話帯域

封局損失偏差

護振方式

眞基管､

電源電力

0.1W以上但し無攣調時

-10db

入力レベルが装置入口端子に

於て -10dbの場合-8db

欒調度に攣化を興えることなく

+却db一-10dbの範囲に攣化

出来る｡

受 入力に於て入力レベルを

40dbの範囲に加減出来る｡

通話に封し40ヲる基準

300`も.}2500`b

通話帯域に封し5db以内

水晶制御方式

GT管

繊條 DC6V

陽極 DC250V 35mA 以

下
■

結合蓄電器充電電流を用いる

か或は交流 200V 電源より

供給される｡

表装置には下記に述べる特色を有する｡

(イ)構 造

本装置は通常山間僻地に在る散宿所等に備えつける

装置であるが美震な構造をなしている｡又取扱は極め

て衝撃であってラヂオ受信機を取扱う老ならば誰れに

へ
求
)
世
羅
覇

でも容易に取扱うことが出来るよう設計されており､

重量は約15kgで可搬塾である｡旛ほ使用部品は凡

て非法用標 部品を使用しl一日際然たる配置がなさ

れ､保守粘槍は容易な構造になっている｡

(ロ)信 教

甲装置より可塘周波符既音が迭られて来れは渡撃詮

により呼出しを知る｡(通常本装置ほ待受態勢に在り

受信同路のみ動作している)｡遮馨器出力は約1Wで

ある｡

太装置より相手を呼び出す時は音執こより呼び出す

(ハ)測定器

太装置の使用目的より必要にし充分なる

繊條

電匪(陽極

匪)と出力レベルを一つの計器により測定出来る

ようになっている｡

(ニ)急信特性

太装置の欒詞は陽極変調方式を採用し､攣詞特性は極

めて良好である｡

第T3圃は入力封髪調皮特性を示し､約90%迄は殆

んど直線的である｡

第14圃は周 ■l三l
■ 7.･ 匿特性せ′示す｡

(ホ)受信特性

入力封出力特性を良好ならしめるた瑚こ二極管検波方

式を採用している｡

第15聞 は通話時の周波数特性である｡此の特性で

高周波部分に於て偏差が大きいのは受信濾政務の周現数

周波玖/βββ`も

ノr

/

/

l
-/β -■β･イ ー4 -2 ♂■+ク +〃 +β +β 十/

第13固 入力封攣調度特性

Fig･13 Characteristic ofInputLevelvs.

Modulation Degree.
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入 刀8dム
1 l

α∫ α5

間遠叡㈲2
3

第14固 攣調定封周波数特性

Fig.14 Charac亡eristic of ModulationI)egree

VS.Modulation Frequencies.

特性の影響である｡

第一6圃匿入力封出力特性を示す｡旛は蓮受話器には

感度及周波数特性の優秀な新型四流速受諾を使用してい

る｡

(へ)迭受信濾波器

前述の甲装置迭受信礪波希と全く同じ特性を有するも

のを自蔵している｡

(り 使用眞茎管

6SQ7-GT及び6V-GTを使用している｡参考迄に

二本装置の取扱方法を説明すれほl 源を接鎖することに

より受信回路のみ動作しヽ待受状態となる｡相手より信

親(可聴周波短堅調音或ほ音賓)があれば壊馨謂により呼

(
竜
)
ユ
｢
宝
玉
謁
け
5
〃
作

■

-
一

.通話時入力レでルー/β(砂

及軋鱒･叩%

l

/r

8∂ 彷 / 2 ∂

周瀕荻(如J

第15園 一受信部周波数特性
Fig.15 Frequency Characteristics of the

Receiving Circu汁.

+/β

第33巻 第2芸虎

周波数/βクβqJ

虜調度 4♂%

!

_■′

l
】

/

ー2(フ ー/∂
0 十/β

入力rd∂)

第16固

Fig.16

受信部入力射出力特性

Characteristic ofInpllt Levelvs.

OutputLevelofReceivingCircuit.

出しを知る｡

次に途受話器を速度話語掛より取ることにより績電誅

が動作して嬢撃器と迭受話器が切り代り､迭信周路が

作し 話を行うことが出来る｡

送信レベル及び受信入力レベルの調整は前逓の仕様に

ある抵抗減衰器により避雷なる昔急になる転

る｡

調整出来

[1V]保線用電力碑搬送電話丙装置

本装置は前逓の如く蓮電線を巡視する場合或は迭 睨

作業現場等に於て琴行使用する装置であって､過去に

於てテレフソケン合祀等で製作されていた携帯型電力

線搬迭装置と比較し格段の進歩をしておる｡その方式

ほ搬遼波俸遠方式による一通 路型で､速達に異った

周波数を使用した同時邁受話方式である｡

第け匪は本装置の外観を示す｡

第18圃ほ路同路囲を京L-､第19圏はレベルダイヤ

グラムを示す｡

本装置の仕様は下記の

(イ)方 式

(ロ)通話方法

(ハ)信競方式

りである｡

搬是政遠出南側帝波侍遠方式

同時迭受話方式

呼出は音馨呼出



保線用電力線搬二途電話装置

第17囲 う蛮力線搬送電話丙装置

Fig.17 Power Line Carrier Telephone Equipment:Type C.

送話巻

受話畳

切換スヰッチ
′~~~~~~-~

/

′′音声増巾暑
′

第18固

Fig.18

t
-･- 出 力

ケ

森吉郎削1穿

｢ ■~■■~~~~7

/
/

/

/

出力端子

′/搬送電液発振子J

/

/

/
/

/増巾巻磯波蓋

空中線端子

入刀端子

電力線搬送1墓許丙装置略回路固

Schematic Circuit Diagram of Power Line

Carrier TelephoneEquipment:Type C.

被呼は可腹周汲堅調符兢呼出

0･1W以上 但無堅調時

入力レベル ー10db

雷量

(ト)欒調度

(チ)通話帯域

入力レベルが装置

入力端子に於て

一20dbの場合一

8db

通話に封し40%

基準

300-ヽ,一}2500二b

(リ)対向損失偏差 5db以内

(ヌ)使用眞墨管 ミニアチュア管

(ル)電 源 ■乾電池

(オ)送受信濾波器 本装置内に含まれ

(ワ)重 量

(カ)外形寸法
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ず｡結合蓄電

器と共に準隋

されている･｡

2.5kg以下

幅16糎奥行

8糎､高サ20

板

木装置ほ下記の特色を有する｡

(イ)構 造

前述の如く保線員が携行使用する装

置であるた瑚こその構造は極めて小型

軽量であり､耐漫f耐水耐震性を考慮し

て設計されている｡抱ほ歩行通話が可

能なる如き構造でl防水ケースに収容

されている｡

(ロ)信 教

相手より可聴周波 符競で呼出し

があれば､受話器に特殊な共鳴装置が

あり､通常信既出力は18.5db であ

るが､共鳴により信雄音は境大され屋

外に於て牛琵30米の位置に放て充分

に信競を判別確認する事が出来る｡

呼出しは凡て音馨で行う｡

(■ハ)測定器

眞墨管の陽極竃墜及繊條 医と出力レベルを一つの計

第19固 丙装置レベルダイヤグラム

Fig.19 LeTelDiagram:Type C Equipt.
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欝20固 入.力射撃調匿特性-

Fig･20 Characteristic-ofInput Levelvs.

ModulationI)egree.

入力 ♂d占

αJ / 2 β

周波奴(尺C)

第21園 襲調変封周波数特性

Fig･21Characteristic ofModulation Degree

VS･Modulation Frequencies.

執こより測定出来るようになっている｡

(ニ)蒙振方式

使用日的上罪迭周政教は極熱こ安定で､且つ偏差の

少ないことを要求されるために水晶襲振方式を採用し

てある｡

(ホ)迭信特性

乙装置と同様陽極堅調方式を採用しl褒詞特性を良

好ならしめている｡

第20囲ぼ堅調度封入力持性で約90%迄ほ直線で

ある｡第21恥こ周段数肇撞堅調度特性を示す｡

(へ)受信特性

表装置ほ携背移動して使用する関係上搬迭波入力が

欒化するため､二極管瞼汲方式を採用Lヽ入力射出カ

へ
勾
玉
く
芦

特性を特に良好ならしめている｡

第22園は入力封出力特性を示す｡

第23困は通扇時に於ける受信同路の周波数特性で

ある｡

泡ほ本装置には新型四既達受話器のユニットを使尉

L特に軽量､小型な迭受話器を設計し取付けてある｡

又眞基管使用箇教を制限するた鋸こ､通話状態と待

受状態の切換スキツチにより-箇の眞基管を通話待受

商状態に共用してい-る｡

(ト)電 源

條電源には畢一光乾電池1･5Vを二箇並列に使
(
竜
)
ミ
γ
上
く
謁

周波数/加q,
皮調度 ■仰由

-20 -/β β 十/β

入刀レぺル((弛)

第22固 受信部入力封出力特性

Fig.22 Characteristic ofInput Levelvs.

OutputLeveloftheReceivingCircuir.

通話偏
人力パルー/仇地
衣調度 イ∂%

･5
ノβ

β

αβ / Z.∂

周波数(〟c)

第23固 受信部周波数特性

Fig.23 Frequency Characteristic of the

Receiving Circuit.
ヽ



保線用電力線搬送電話装

用し､陽極電源にほ積層乾電池90Vを-箇使用Lてい

る｡

使用電力は待受時は綴條 流150mA 陽極

mA,通話時は繊條電流250rnA陽極

大隠45時間連 使用が出来る｡

粘槍調整の時にほ

流 6.5

流は13mAで

池を節約するためにユリミネータ

ー電源も使用出来るように準備されている｡

(チ)使用部品

重畳軽減と特性維持のために凡ての部品は小型化され

特に欒成語は高性能のものを使用しでノ､る｡

眞垂管ほミニアチュアー管1S5及び3S4を使用

している｡

蓼蜃迄に太 置の取扱法を説明すれば

スヰツチを入れ､切換スヰツチを待受状態に切換える

と受信同路のみが動作し､相手より呼出しがあれは受話

静附属の共鳴匡により呼出音が蹟大されて信説を知り得

る次にスヰツチを通話側に切換えることにより速信厄路

も動作を始め､蓮受話器で相手と通話が出来る｡

漁ほ遠雷練直下左右郊米離れた位置で高さ約2米の

(第22頁よりつゞく)
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姦中線を使用し充分に受信可能であり､このための基申

線用端子カ 備されている｡

[Ⅴ]結 盲

保線用電力線搬蓬電話装置の概略を述べたのであるが

本装置の出現は従来の保安通 設備に一新紀元を書する

ものであり､多年不安定な保安通信設備に悩まれ七人々

に取って明るい曙光を輿えるものと信ずる｡然しながら

木計雲は未だその緒に弧､たばかりであり､渚兼の進歩

豪達は芹要家の御理解と御叱馨製作者の絶えざる折蛮と

に侠たねはならぬが､-應各装置に放て試作完了したの

で-その概要を署表した次第である｡

太計雷速行に関しては､日永章迭 通信課奥原課長.

木村係長､植田､≡好両氏に種々御指導を戴いたことを

紙上を以て厚く感謝する次第である｡
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